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研究成果の概要（和文）：中世和歌を東西の交流という視点から分析することにより、新しい和

歌史を提唱する成果を三つまとめ、藤原定家・藤原俊成という中世和歌の中心歌人の和歌的方

法の本質を明らかにする論文、および東西交流の要に位置する西行についての論文を発表し、

『新古今和歌集』の注釈の共同研究を進めた。 

 

研究成果の概要（英文）：By analyzing Waka of the middle ages from a viewpoint called 

east-west interchange, I settled three result to propose history of Waka, and I 

announced the articles to clarify essence of Fujiwara-no-shunzei and 

Fujiwara-no-teika, who are two most important Waka poets, and Saigyo,who is located 

in the pivot of East-West interchange, and I pushed forward the collaborative 

investigation of the explanatory note of ‘Sinkokin-wakashu’. 
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１．研究開始当初の背景 

 和歌の研究は戦後急速に精密化したが、そ
れが歌人別・歌集別に細分化する弊害も呼ん
だ。実証的な研究水準を保持しつつ、和歌史
的な視野から、中世和歌を総合的に把握する
ことが求められていた。 

２．研究の目的 

 源実朝を中心とする東国和歌と、藤原俊
成・藤原定家を中心とする宮廷和歌とを総合
的に分析し、『新古今和歌集』の性格を解明
する。 

３．研究の方法 

 文献学的・注釈学的研究を深めつつ、それ
らを基盤として中世和歌を和歌史的に位置
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づける。 
４．研究成果 

中世和歌を東西の交流という視点から分

析を試みた。その際、最も重要な核心となる

ものは何か、といえば、表面的な言葉の新し

さ以外に、どうやって和歌の意義を把捉する

か、ということである。これまでの、とくに

近年の和歌史研究は、大きく言えば、①和歌

の作者である歌人の現実的・歴史的なあり方

と、②和歌の表現の新しさを、索引やデータ

ベースを駆使して指摘する表現研究に大別

されていた。①は伝記研究と、複数の歌人た

ちのそれを群として捉える歌壇史研究に下

位分類されるが、歌人を囲繞する文学的環境

を考察するという点では共通する。この分野

において和歌史を記述しようとすると、結局

和歌に関わる政治史を描くことになる。和歌

の内容的な問題に触れることがないからで

ある。また、後者は、例えば『新古今和歌集』

や京極派和歌などのような個性的な作品や

歌人たちの分析には一定の効力をもつが、中

世の時代の圧倒的多数を占める、平淡な、一

見無個性的な和歌の分析には、適用しがたい

という側面をもっていた。この観点から描か

れた和歌史は、個性的な歌人やその時代を孤

立的に描くことになり、連続する歴史として

描きがたい、ということになってしまうので

ある。しかも、個性的な表現は、本質として

虚構性をもつ言語の可能性を生かそうとす

るものであり、その必然として現実を超脱す

る傾向を持つ。したがって、②の研究との乖

離は大きくなる一方である、という問題も発

生した。①・②の間には、容易に埋めがたい

溝が存在しているのが現状である。 

そこで、①・②を総合する視点が求められ

ることになった。その視点を可能とする方法

として、和歌を言語表現としての作品と見る

だけでなく、行為として捉えるという方法を

用いることを提案するに至った。①の伝記研

究・歌壇史研究は、さまざまな和歌にまつわ

る行為が、それぞれに特有の儀礼的な場で行

われていることを明らかにした。つまり和歌

にまつわる行為とは、日常的な行為とは一線

を画す、儀礼的な行為であったことを示した

のである。また、②の研究で分析しがたかっ

た、非個性的な和歌も、出来不出来はともか

く、何らかの和歌を詠んでその儀礼的な場に

参画することを第一義としていたことを表

している。和歌が成立した儀礼的な場での行

為に支えられて、それぞれの表現の意義が読

み解かれなければならないのである。この点

を主唱したことが、申請者の研究の独創性を

形成している。 

以上の視点と方法により、本研究期間に申

請者が成した研究成果は、以下の４点にまと

められる。１）演技という観点から和歌の本

質を捉えた総論を単著として刊行し、勅撰和

歌集の歴史を記述するなど、新しい和歌史を

提唱する成果を三つまとめ、２）藤原定家の

本歌取りの方法や、藤原俊成の歌論における

伝承性を文体において把握する和歌的方法

の本質を明らかにする論文を発表し、３）東

西交流の要に位置する西行について、鳥羽離

宮のもつ文学的意義を考察する学会発表を

行いかつ論文を発表し、４）若手研究者 6名

とともに、『新古今和歌集』の注釈の共同研

究を進めた。以下、それぞれについて具体的

に述べる。 

１）『和歌とは何か』（2009）は、和歌が儀

礼的な場における演技であるとする申請者

の視点・方法を提唱した著書である。前半第

Ⅰ部は枕詞・序詞・掛詞・縁語・本歌取りの

和歌的修辞を、儀礼的な場における演技的表

現とすることで、統一的に捉える新視点を提

示した。後半第Ⅱ部は、贈答歌・歌合・屏風

歌・古今伝授などを、和歌特有の場のもとに

どのような和歌的な、すなわち演技的な行為



 

 

がなされたか、そしてどのような表現が獲得

されたかを説いている。現実的な場と虚構的

な表現とを、演技という視点によって架橋す

る試みである。本研究課題との関連で言えば、

源実朝の代表作「箱根路を」の作品を、孤独

な詩精神の発露ではなく、征夷大将軍として

の気概を表現したもの、とする新見解を提示

した。あるいは、実朝の父頼朝と慈円との贈

答歌が、政治的な意味を持っていたことなど

を示した。とくに文学的には否定されること

の多かった古今伝授について、相伝・伝受と

いう演技的行為の中で継承される文学的意

義を、研究者以外の一般的な読者が想定され

る場で明らかにした社会的意味は小さくな

い。ついで「天皇と和歌」（2011）の論考を

発表した。これは、９世紀から 16 世紀まで

の和歌史を、天皇を中心に記述したものであ

る。儀礼的な場における演技という視点を導

入することによって、たんなる事実の羅列で

はなく、それぞれの時代において行為として

継承されていったさまを明らかにしている

点に特色がある。とくに本研究課題との関連

で言えば、東西交流の要の位置にある宗尊親

王について、その表現の独自性が、為家・真

観ら京の歌人の影響のもとに成立しつつも、

東国のリアリズムを求める精神に育まれる

ことよって独自の成長と展開を見せ、しかも

再び京極派歌人ら京の歌人たちに還流して

ゆくさまをあきらかにしたり、足利尊氏・義

詮・義満ら室町将軍らが、天皇の権威を借り

つつ和歌によって自己の地位を荘厳してい

ったりした様相を示した。また、『和歌の心

と情景』（2010）では、「『万葉集』の風景と

抒情」（第一章）、「王朝和歌と「歌合」」（第

四章）、「西行の旅と和歌」（第六章）、「将軍

源実朝の和歌」（第八章）、「古今伝授の意義」

（第十一章）の 5章を執筆した。なかでも本

研究課題ととりわけ関わるのは第八章で、源

実朝の音と古歌へのこだわりを様々な観点

から分析することを通して、それらは征夷大

将軍としての彼の政治的あり方と関連付け

られる、と指摘している。 

 ２）「藤原定家の方法」（2011）は、結果

的に表現されたものだけではなく、表現さ

れなかったものを考えることで、藤原定家

の独自の和歌の表現方法を把捉している点

が独創的である。例えば、難解で知られる

定家の代表作の一つ「春の夜の夢の浮橋」

の歌において、「花」が発想の起点にあり、

そこから想像力を展開したあげく、「花」そ

のものは表現の上から削除されていると考

え、こうした方法が他の定家の歌にも見ら

れることを指摘している。「歌合の〈声〉―

―読み上げ、詠じもしたる」（2011）は、

藤原俊成の歌論的主著『古来風躰抄』にお

ける、従来ももっとも注目されてきた発言

について、新しい視点から意義づけた論文

である。俊成が強調した「声」は、和歌を

現在性と歴史性をつなぐ伝承的行為と見な

すことであり、それを「姿」という文体の

問題を通して語ろうとしたところに彼の独

自性がある、と結論付けている。 

３）「記憶としての鳥羽殿――和歌の視点

から――」（2010）は、院政期に建設され

た善美を尽くした都市空間である鳥羽離宮

が、風雅の美と死との両面の記憶を背負っ

た存在であることを指摘し、その記憶が『西

行物語』に表れる西行像や『平家物語』大

原御幸などに生かされていることを明らか

にした。 

４）『新古今和歌集』の注釈の共同作業に

ついては、平成 26 年度に和歌文学大系シ

リーズの一冊として出版が予定されている。

とくに神祇・釈教などの歌について解釈学

的な新知見が蓄積されつつある。 
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